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<考察>


今回、大牟田市で実施している脳の健康を守る予防教室の視察、地域コミュニティ推進事業への取り組みを聞くことで沢山の事を学ぶ事が出来ました。
普段私達は、利用者の認知症進行の予防の為に、脳トレーニングや回想法など実施していますが、今回の予防教室を視察させて頂く事で、「利用者一人一人に合ったサービスの提供がしっかり出来ていないのでは」「ただプログラムをこなし、統一したケアが出来ているのか」と改めて実感しました。大牟田市で行っている予防教室では、参加者がこれから何を行うのかを明確にした日程表、実際に関わるスタッフが統一したプログラムを実践していけるよう、進行の注意点・流れを手順書にし行っていました。参加者がこれから何を行うのかをただ言葉で話すだけでなく、日程表を作成したり、ボードに書くなど工夫している所はとても参考になりました。また、体操一つをとっても、スタッフが内容を決めて実践するよりも参加者一人一人に実際に行いたい事を聞き行うことで、参加者の意欲を引き出せているのではないかと思いました。
また、同じプログラムを行っていても参加者のレベルに合わせ内容を若干変更し行う事で、参加者一人一人が楽しんでプログラムをこなす事が出来ると大谷さんがお話されていましたが、私たち南山苑ではそれができていなかったと改めて実感しました。

予防教室を視察させて頂き、
1 段階を踏んだプログラムの提供

2 プログラム内容の充実

3 同じプログラムを実践していても参加者のレベルに合わせた工夫

4 参加者が主役のプログラムの提供

5 スタッフのプログラム実践能力の向上

6 配置の工夫
など参考になる事が多く、今後、通所リハビリテーション・認知症対応型通所介護で内容を工夫し、利用者様が生き生きした表情で、楽しみながら予防していけるプログラムを検討していきたいと思いました。
また、もう一つ私が興味を持ったのが、地域認知症ケアコミュニティ推進事業で行っている、徘徊模擬訓練・小学生を対象とした絵本づくりと絵本教室です。大牟田市では、地域全体で支える仕組みをつくり、認知症の人・家族が住みなれた家・地域で安心して豊かに暮らし続ける地域づくり・まち作りを行っています。
その中の徘徊模擬訓練では、地はやめ南人情ネットワークを組み、地域の方が、認知症の高齢者の役をやり、認知症高齢者の心理解することから始め、地域全体で、徘徊されている方を見守る訓練を行っていました。
この訓練はとても興味深く、普段、通所リハビリテーションの利用者の方でも自宅から出てどこへ行ったのか不明になる事があります。その際、利用者が普段どこへ向かっているのか分からず、ただひたすら探す事がありました。この徘徊模擬訓練の話を聞き、私たち南山苑では、地域の前にまずスタッフ全体で徘徊模擬訓練を行い、ご家族の支えとなり、地域との連携に繋げていけたらとお思いました。
また、小学生を対象とした絵本教室ですが、南山苑でも高校生を対象とし、擬似体験や車椅子操作など技術的な指導、寸劇で認知症高齢者への対応を教える介護教室を行っていますが、大牟田市で行っている絵本教室の内容を知り、南山苑の介護教室も今後、内容を見直し、参加者が楽しんで認知症について理解を深めてもらえるような工夫をし、実践したいと考えました。
今回、とても短い時間でしたが、とても内容が濃く、今後のサービスの参考になる事が沢山あり充実した研修でした。また、自分の知識の未熟さにも気付く事ができ、もう少し介護保険・認知症について理解し、通所リハビリテーション・認知症対応型通所介護を利用されている利用者の方が満足して頂けるようなサービスの提供、利用者・ご家族の支えとなるようなスタッフになれるよう今後も日々努力していきたいと改めて実感しました。
今回学んだことは、通所スタッフへも伝達し、利用者・認知症を支える家族のために統一したケア・サポートが出来るよう努力したいと思います。
<概要>
１．脳の健康を守る予防教室
①目的→認知症予防教室の試みを通して効果的な予防教室を導き、認知症予防対策を向上させ、かつ介護予防拠点・地域交流施設における予防事業の促進を図る。
②達成目標

1. 参加者が意欲的に楽しみながら参加できる
2. 参加者の自己決定を尊重し、自信の回復を図る

3. 参加者間の交流促進と仲間作り

4. 参加者のＱＯＬの向上

5. 参加者の認知症の理解と予防への意欲の促進、今後の支援への繋がりをつくる

6. 参加者の心身の機能の維持または向上

③プログラム構成

1. はつらつ身体運動メニュー　　　→総合的な脳の活性、身体機能の活性化、総合的な予防対策

2. 子供の頃のおさらい学習メニュー→計算力や言葉の流暢性、会話力の活性

3. 人生いろいろメニュー　　　　　→記憶の活性、状況の理解力の向上、エピソード記憶の呼び起こし、　　

創造力を高める、注意分割力や実行機能の活性
4. 笑いや楽しみを作るメニュー　 →仲間作りコミュニケーション、新しいことを覚える、リラックス、問　

題解決のための活力や余裕をつくっていく。

5. 生活はつらつ日課メニュー　　→毎日の予防に繋がるプログラム、メリハリのある日課をつくる、参加

者の日常生活の活性化へアプローチ、予防教室以外の日でもできるプログラムをつくる

④構成上のルール

a，1を必ず組み合わせる

b．2はウォーミングアップ、成功体験、満点体験として行う

c，３・４より一つ、５より一つ組み合わせて構成
d. プログラムをこなすのではなく状況に応じて変更可能

e. 快適、楽しいものを追求、ストレスをかけない

f. 個人差があるので皆同じでなくてよい

g. 仲間作り、関係作りわしながら進める

h. 反応を見ながらプログラムは修正していくので記録をとる

i. 参加者と一緒に個別記録をつけていく

j. 参加者の自主性、モチベーションを高める創意工夫

⑤全体の構成

１～３回　なじみ、ウォーミングアップ

４～６回　意識付け、目標の共有

７～９回　自主性、自発性の引き出し

１０～１２回　支援マップ、継続性のアプローチ

⑥プログラム実施配置図
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２．認知症ケアコミュニティ推進事業

認知症ケアコミュニティ推進事業とは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
認知症の人や家族に対する理解が深まり、地域全体で支える仕組みをつくり、認知症の人や家族が住み慣れた家や地域で安心して豊かに暮らし続ける、地域づくり・まちづくりです。
大牟田市認知症ケア研究会出発点

　　　　　　↓

どこにいても、どんな時も、誰といても認知症の人がその人らしく、安心して暮らせるように・・
「認知症ケアコミュニティ推進事業の目標」

1． 認知症ケアに関する　　　　２．認知症介護現場の　　　３．地域への情報発信

情報共有、意識改革　　　　　　実践力、専門性の　　　　　啓発とまちづくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向上と人材育成





※主な活動内容
・認知症コーディネーター養成研修

・地域認知症ケア(家族介護)教室

・はやめ南人情ネットワーク

・ほっと・安心(徘徊)ネットワーク

・絵本づくりと絵本教室

・地域認知症ケアサポートチーム
３．絵本教室
①絵本を使った総合学習の流れ

１）事前打ち合わせ

　　・学校側のねらい・要望

　　・認知症ケア研究会からの提案

２）アンケート調査(前)１週間前

　　・高齢者のイメージや認知症についての意識など
３）読本と感想文４～５日前

　　・テーマ「絵本を読んで感じた大切なもの」

４）当日

　　・絵本の読み聞かせとＰＰＴ映像

　　・認知症の理解の為のウォーミングアップ

　　・グループワーク

　　・テーマ「認知症の人ってどんなひと」「僕たちに出来ることって？」「大切なものって何だろう」

　　・発表とコメント

５）アンケート調査(後)１週間後

６）保護者への情報発信
　　・絵本教室への参加の呼び掛け
・絵本教室の様子を通信で

４．はやめ南人情ネットワーク
※地域住民主体の助け合い、支え合いのネットワークです。徘徊模擬訓練として、認知症による徘徊の人の模擬捜索訓練が市役所・警察署・消防署・タクシー協会などとの連携により行われています。

①大牟田市高齢者徘徊ＳＯＳネットワーク

　平成１１年から警察署や市役所、消防署、タクシー協会などが協力体制を組んで徘徊による行方不明者などの発見・保護にあたっている。

②地域ぐるみの見守りが大事

　地域に住民全体の見守りネットワークが出来る事によって、顔なじみによる早期の発見が期待できます。

　大牟田市では認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせるまちづくりの一環として地域の顔なじみの支え合い、助け合いのネットワークを推進している。
③市民一人一人の知識と意識が大事

　もしや徘徊では？と思われる人を見かけたら、一声かける
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※実施前に必ず健康チェックを行なう








★スタッフ








ボード・必要物品








★スタッフ








★スタッフ








★健康チェックを行うスタッフ








・アンケート調査


・認知症介護実態調査


・通信「ふぁんたじぃ」


・認知症高齢者への「新しいケアの可能性を探る」フォーラム








・認知症ケア実践塾


・認知症コーディネーター養成研修


・認知症の人の為のアセスメント・ケアプランの開発


・認知症高齢者ケアマネジメントモデル事業





・地域認知症ケア教室


・はやめ南人情ネットワーク


・地域の集まり場づくり


・子供達のための絵本作り


・絵本教室(小・中対象)


・認知症早期発見・緊急サポート体制整備事業・地域認知症ケアサポートチーム





その人らしさを叶えるために








